


Tokkatsu指導者の育成の現状と課題

2024年度（12月）現在

TO（Tokkatsu Officer) ・・ １６５人

増やすことが質保証

CTO（Certified TO) ・・ 3８人

2021/22年度 ・・ 9人

2022/23年度 ・・ 13人

2023/2４年度 ・・ 16人



CTOになるための試験制度
（評価委員がTOを評価）

１次試験（筆記試験）

・授業動画を見て、指導ポイントを書く筆記試験

・Tokkatsuの理論についての選択試験

今年度の試験では、25人受験して9人が１次を合格



CTOになるための試験制度

２次試験 (実技試験）

実際の授業を見て、評価委員の前で教員指導を行う

① 授業の場面でのTOの動きや情報収集

② フィードバック時の教員への指導、評価委員からTOへの
質問、評価委員から授業者への質問



CTOになるための試験制度

２次試験(実技試験）① 授業の場面でのTOの動きや情報収集

TO 授業者

① TOが授業をどの位置で、どんなことを
観察しているか

② TOが授業参観時、情報収集と記録を適切
に行なっているか

（評価の観点）



③フィードバック時のTOの指導・助言
の内容が何項目触れていたか

④フィードバック時の指導・助言のTO
の基本姿勢

⑤授業者の授業のねらいを理解し、授業
者の意図を汲みとりながら指導・助言
をしているか

⑥ 授業者と信頼関係を築きながら、授業者が納得いったり、自信を深め
たり、意欲を引き出したりできるような指導・助言をしているか。

② フィードバック時の教員への指導、評価委員からTOへの
質問、評価委員から授業者への質問





TTCS制度の成果

🔵 CTOのTokkatsuへの理解度は非常に高く、
指導へのモチベーションも指導力も高い。

🔵 CTOの質の高い指導により、一般教諭やTOの
指導力の向上に繋がっている。

TTCS制度はTokkatsuの指導者養成に大きく
寄与している。 Tokkatsuの質保証



日本との比較（任用と養成）

エジプト 日本

TO・指導主事

・各県からの推薦された者の
中からPMUが書類選考して数
を絞った後面接をして最終的
に任用

・年2回の全国TO研修会

・それぞれの自治体で、現場や
前任の指導主事等の推薦により
独自に任用

・全国指導主事会
（文科からの伝達）

CT0
TTCS制度による、厳しい試験
に合格した者が認証される

・CTOがTOを指導

なし



エジプトの指導者養成システムから見た日本の指導者養成の課題

指導主事の質の平準化

・指導主事の研修制度の充実

・CTOに当たるような指導主事を指導する指導者の養成

日本の特別活動の質保証につながる



名古屋学芸大学

清水 克博

EJS・パイオニア校・既存校の
実践状況と課題
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Tokkatsuを推進するための施策状況と

EJS,パイオニア校、既存校の状況報告

日本エジプト基礎教育関係者会議 （ムバラク教育都市）

PMU  
：2015年以降のTokkatsuの普及経緯の報告

2023年 既存校30校にTokkatsuが導入
2024年 EJS 学級活動から学校行事にTokkatsu導入

グレード７（中１）まで育成
一般校 日直、清掃活動が導入

今後、全中学校にもTokkatsu導入
普及方法 Lesson Studyの活用

２７県に分け、問題点、ニーズに
合わせて対応
TOの研修（１年）→最終選考

ガルベイヤ教育委員会
既存校へのTokkatsu普及報告
オリエンテーションをEJSで実施、Tookatsuの理念説明

現在885校中、既存校10校、他40校の計50校でTokkatsuを実施中
Tokkatsu優秀校を５校選出



学級活動（１）の実践状況
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視察したEJS・パイオニア校・既存校の共通項

□ 司会グループによる運営の徹底
（タスキ着用・役割ボードによ

る役割意識の自覚化）

□ 「出し合う」「比べ合う」「ま
とめる」の活動の流れの定着

□ 意見ボードの活用および
賛成・反対の記号表示な どを用

いた議論の構造化、可視化の推進

□ 教師の見守り 姿勢の定着
（子ども主体化の学級活動化）



学級活動（２）の実践状況
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視察したEJS・パイオニア校・既存校の共通項

□ 「つかむ」「探る」「見つける」
「決める」による活動の定着

□ 教師の積極的な子どもへの問いか
け（発問）による議論の活発化

□ 議論時間の目安の共有
（学級活動（１）で用いる時間目
安を学級活動（２）でも掲示）



学級活動（１）
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EJS・パイオニア校・既存校における到達点と課題

□ 学級活動（１）の展開は、日本の小学校と

そん色がない。

□ 中1では、生徒間で他者の意見を受け止め、
他者の意見を引き継ぎながら自分の意見を
再考するなど、意見の深まりが見られる

□ 教師は、学級活動（１）での役割を十分自覚
し、学級活動の展開を図っている
（目に見えない事前準備も

◆ 最終的に賛成意見が多数集まったものが重要

視され、少数意見をどう生かすか、といった
各意見を尊重した折り合いを付けた合意形成

には至っていない



学級活動（２）
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EJS・パイオニア校・既存校における到達点と課題

□ 設定された題材は、日本の学級活動（２）で
取り上げるような内容でそん色がない。

□ 教師の主導による子どもの意見を吸い上げる
形で議論が進んでいる

◆ 子ども同士の話合いや検討がなされておらず
集団活動としての話合い機能が十分に果たさ
れてはいない

◆ 子ども自身に自分ごとの課題として認識する
ような話合い活動に至っていないため、
個人が決定する内は、教師が示したものを
そのまま決定するなど、具体性のない内容に

留まっている
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EJS・パイオニア校・既存校における到達点と課題

EJS パイオニア校・既存校

• 週1時間、学級活動を行う時間が
確保されている。

• 中学生1年生になったことをきっか
けに、はじめて学級委員を学級内で
選出された。

• 学級委員をリーダーに運動会など学
校行事でもTokkatsuを生かそうと
している。

• 公立学校教員に採用され、離職する
ＥＪＳの教員が少なくない。

• ＥＪＳの実践レベルの維持・向上す
るにあたり、ＥＪＳの教員確保が今
後の課題となることが予想される。

• 教育条件の悪い中（含む保護者・地
域の理解）でパイオニア校、既存校
の教師が学級活動を実践しようと鋭
意、努力している。

• 日直、清掃活動等は定着している。
• 実践に関する新たな知見を得られる
機会はＥＪＳの教員（含む校長）に
比べて低い。

• 実践内容を深めるためには研修機会
の充実・提供や授業研究による実践
のレベルアップを図ることが今後の
課題
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エジプトの実践状況から見る日本の特別活動への示唆

□学級活動（１）、学級活動（２）の活動・指導形式の定着
CTO・TO・スーパーバイザー等の指導・支援体制
が実践の一定程度の質の保証に寄与している

指導主事の育成・指導主事の指導内容の評価による
指導・支援の質的レベルの水準確保

□ 小学校での学級活動（１）の実践経験が中学校での実践
経験に引き継がれている

特活で身に付けた資質・能力のキャリア形成化の工夫


